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（x-3）（x-2）＝ｘ2-5ｘ+6＝0 だから、 

（x-3）（x-2）+1＝ｘ2-5ｘ+6+1 ＝1 です。 

（x-3）（x-2）+1＝1 ならば、 

ｘ2-5ｘ+7 ＝1 ですね。 

（x-3）（x-2）+1 のとき、 

ⅹが 3 ならば、 

（x-3）＝0 だから 

（x-3）（x-2）＝0  

（x-3）（x-2）+1＝1 です。また、それは 

ⅹが 3 ならば、ｘ2-5ｘ+6 ＝1 も示している。 

 

f(ｘ) の式において 

f(3) ＝1 ならば 

f(x)は（x-3）でわると 1 余る。 

 

f(ｘ) の式において 

 f(2) ＝1 ならば 

f(x)は（x-2）でわると 1 余る  
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f(x)＝（x-3）（x-2）（x-1）＝0 のとき、 

 

 f(3)＝（3-3）（x-2）（x-1）+1＝1 

f(2)＝（x-3）（2-2）（x-1）+1＝1 

f(1)＝（x-3）（x-2）（1-1）+1＝1 

 

それは、 

f(x)＝（x-3）（x-2）（x-1）＝０ ならば、 

f(x)＝x3 -6x2 +11ｘ -6 ＝０ だから、 

f(x)＝x3 -6x2 +11ｘ -6 +1 ＝1  

f(x)＝x3 -6x2 +11ｘ -5   ＝1  

 

 f(3)＝x3 -6x2 +11ｘ -5＝1 

f(2)＝x3 -6x2 +11ｘ -5＝1 

f(1)＝x3 -6x2 +11ｘ -5＝1 
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逆に、 

f(x)＝x3 -6x2 +11ｘ -5 は、 

 f(3)＝1 ならば、（x-3）でわると 1 余る。 

f(2)＝1 ならば、（x-2）でわると 1 余る。 

f(1)＝1 ならば、（x-1）でわると 1 余る。 

と言って良いですね。 

 

それゆえ、 
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f(x)の式の x に 

ｍを代入した値 f(ｍ)が 

Ｒであれば 

 

f(x)の式を 

（x-ｍ）でわると 

余りはＲとなる。 

 

これを 

剰余定理という。 

 

 

 


